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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成31年2月14日(2019.2.14)

【公表番号】特表2018-511763(P2018-511763A)
【公表日】平成30年4月26日(2018.4.26)
【年通号数】公開・登録公報2018-016
【出願番号】特願2017-555429(P2017-555429)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｓ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｓ    1/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成31年1月7日(2019.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基になる構造体を正のポアソン比から負のポアソン比を提供するように変換するために
配置される複数の構造要素を備えるゼロ多孔性材料を備えることを特徴とするゼロ多孔性
構造体。
【請求項２】
　請求項１に記載のゼロ多孔性構造体であって、
　前記構造要素は、第１の方向に前記材料の平面を出ていくように構成される第１の複数
の構造要素を少なくとも備えることを特徴とするゼロ多孔性構造体。
【請求項３】
　請求項２に記載のゼロ多孔性構造体であって、
　前記構造要素は、前記第１の方向と異なる第２の方向に前記材料の平面を出ていくよう
に構成される第２の複数の構造要素を少なくとも備えることを特徴とするゼロ多孔性構造
体。
【請求項４】
　請求項３に記載のゼロ多孔性構造体であって、
　前記第１の方向は、前記材料の第１の側に対して垂直方向であり、
　前記第２の方向は、前記材料の第２の側に対して垂直方向であることを特徴とするゼロ
多孔性構造体。
【請求項５】
　請求項２に記載のゼロ多孔性構造体であって、
　前記第１の複数の構造要素は、前記材料において少なくとも１つのタイル状のパターン
で配置されることを特徴とするゼロ多孔性構造体。
【請求項６】
　請求項３に記載のゼロ多孔性構造体であって、
　前記第１の複数の構造要素および前記第２の複数の構造要素は、前記材料において少な
くとも１つのタイル状のパターンで配置されることを特徴とするゼロ多孔性構造体。
【請求項７】
　請求項１、２、または５のいずれか１項に記載のゼロ多孔性構造体であって、
　前記第１の複数の構造要素のうちの少なくとも１つは球状キャップを備えることを特徴
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とするゼロ多孔性構造体。
【請求項８】
　請求項１、２、または５のいずれか１項に記載のゼロ多孔性構造体であって、
　前記第１の複数の構造要素のうちの少なくとも１つは楕円構造体を備えることを特徴と
するゼロ多孔性構造体。
【請求項９】
　請求項１から６のいずれか１項に記載のゼロ多孔性構造体であって、
　前記第１の複数の構造要素のうちの少なくとも１つ、または、前記第２の複数の構造要
素のうちの少なくとも１つが、球状キャップを備えることを特徴とするゼロ多孔性構造体
。
【請求項１０】
　請求項１から６のいずれか１項に記載のゼロ多孔性構造体であって、
　前記第１の複数の構造要素のうちの少なくとも１つ、または、前記第２の複数の構造要
素のうちの少なくとも１つが、楕円構造体を備えることを特徴とするゼロ多孔性構造体。
【請求項１１】
　請求項１から６のいずれか１項に記載のゼロ多孔性構造体であって、
　前記第１の複数の構造要素のうちの少なくとも１つ、または、前記第２の複数の構造要
素のうちの少なくとも１つが、関数、すなわち、
【数１】

によって、定義される形を有し
　ここで、
【数２】

　ここで、ａおよびｂは、ｆ（ｘ、ｙ）＝０の平面における楕円体の縦横比を制御し、
　δは、構造要素の最大深さを示し、
　α、βは、平面から出る曲率を変化させることを特徴とするゼロ多孔性構造体。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のゼロ多孔性構造体であって、
　前記第１の複数の構造要素のすべての構成が前記関数によって支配されることを特徴と
するゼロ多孔性構造体。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のゼロ多孔性構造体であって、
　前記第２の複数の構造要素のすべての構成が前記関数によって支配されることを特徴と
するゼロ多孔性構造体。
【請求項１４】
　ゼロ多孔性構造体を構築するための方法であって、
　前記ゼロ多孔性構造体のための設計制約を確立するステップと、
　前記設計制約内で、ゼロ多孔性構造体の基になる構造体を正のポアソン比から総計で結
果得られる負のポアソン比を前記構造体に提供するように変換する１つ以上の形を有する
複数の構造要素を担持する少なくとも１つのタイル状パターンを決定するステップと、
　前記決定するステップと一致する前記ゼロ多孔性構造体を構築するステップとを含むこ
とを特徴とする方法。
【請求項１５】
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　請求項１４に記載のゼロ多孔性構造体を構築するための方法であって、
　前記少なくとも１つのタイル状パターンは複数のタイル状パターンを備えることを特徴
とする方法。
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